
　　

協同組合人育成のための現場の取り組み、

　　　　　　

・

口

　

組合員訪問日の実施（毎月２６日組合員全戸訪問）

。 春・秋組合員座談会の開催（各８４会場）

。 総会の開催（総代会ではない）

。 国際協同組合デーの実施（イベント、学習会）

日 組合員教育事業の実施

　

（組合員基礎講座、組合員講座（１年）‐専修講座（２年）、海外農業事情視察研修、

　　

夏・冬休み子ども村

　

ｅｔｃ）

＝

　

業務を通じての地域貢献活動

・ 積極的な地域内職員採用と地域ボランティア活動奨励
ｅｔｃ
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ーヰー問日

　　

＝ 職員で取り組む『組合員訪問日」は、毎月２６日

　　　

に機関紙「ＪＡはだの」を発行し、情報伝達すると

　　　

ともに、担当エリアを定め組合員宅を訪問する対

　　　

話活動は、職員教育の場となっています。

　　

・ 組合員との直接対話により、多様な層からの意

　　　

見ー要望を聞きＪＡ運営に意思反映するとともに、

　　　

意識形成との有機的な連携強化をはかっていま

　　　

す
。

　　

呂 また一組合員によって、ＪＡ職員の育成をしていた

　　　

だく意味あいも込めて実施している。
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訪問日終了後、支所単位で職員検討会を開催

蚤． ・－

　

ミ

　　　　　　　　

リ ト

　

ニー

毎年実施する春・秋組合員座談会
罫

－ ３１－



＊ー－合員座談会

　　

・ 組合員の生活様式の変化やニーズの高度化・

　　　

多様化を踏まえて組合員の意思を日常的に反

　　　

映するため、春と秋に組合員座談会を開催して

　　　

い ま す。

　　

・ これは、常勤役員や部長がリーダーとなり支所

　　　

長、課長、係長、一般職員２～３名を含む１班５

　　　

～６人の班を８班で構成し、延べ１０日間市内

　　　

会場で夜間開催します。

職員による座談会検討会を支所単位で実施

－３２－



　

座談会・職員対応と意見要望検討フロー

　　　　　

全職員が訪問日担当地区会場に出席

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐ ． ・ ・・ー

会場において職員２名（本所１名、支所１名）

１支所単位で職員検討会を開催１１本所担当課へＭａｉｌで報告ー

Ｌ

　　

支 所 長会 議 で検 討

　　

１ 闇
一翻一一

　　　　

轟キ１

１理事．担当部会（３部会）で検討ｌ

　　　

ｒ機関紙」座談会報告号で．

Ｌニニ］鴎麺鰯雲ニコメキ、ご納琳ラン

　

ｒｌ ーｉ磐１１駆ｒ彊

　

離

す‐
．＝二：票 遁 － －

　　　

・ 一 －

　　

－

　　　　　

．・１１．
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農協だより（座談会前の活動振り返り）

（１） ｚｏ仰年（平成２１年） 柳．１２６日（土曜日）

　　　

」ＡＩＩだの

　

秋の座装会越集号

　

ｍｔｐガｗｗｗムｋｍｎ罰ｗ胡「，ｉメーｄｏａが｝

　

第７５７号

ふみふみ

馨
　　　
　　　
　　
ふふみぬ

ら開催●

組合員の意見・要縦をｊＡの運賃に－。縦合．Ｈ参加による
脇間棚倉運動を高ぬようと．杖の座談会を９，日２９日（．火）か
与１０月１５Ｆ１（＊｝まで市内８４会増で開きます。
２仰９年度の・上半期の雛薬報ｅや改正農地法への対応，地

域の実態に沿った情報などについて賭し合いますｑ

　

また、日ごろＪＡＩニついて疑問に思っでいることや、ご識
見・ご妻露などをこの機会にお閥かぜください。楓・会員の
皆さんのご悉棚をお待ちしています。 圃■毛」．【姦ｌ

　

ｉ－園－圃譲＊

も ‘１‐

’

－３４－



ふ－＊の開催
回 ＪＡ運営は、多くの組合員が参加してくれるこ

　

とに意味がある。准組合員（正３：准７）の増加

　

により総代会制への移行は仕方ない情勢で

　

ありますが、准組合員の参加を閉ざす結果と
なることから、可能な限り総会を開催していき
ます。
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ーーー組合デー

　　

・ 第８６回国際協同組合デー

　　　

世界の協同組合に携わる人々が、平和とより良

　　　

い生活をめざして協同組合運動の前進を誓い合

　　　

う「国際協同組合デー」は、毎年７月の第一土曜

　　　

日と定められており、今年は７月５日でした。

ＪＡはだのは、７月４日三重大学院石田正昭教授
により「地域活性化とＪＡの役割」と題して、役職
員研修会を開催した。

－３６－
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１． 組合員主体のＪＡづくりの実践について

（１） 総

　

会

　　　

第４６回通常総会 （全員総会）

（２） 座談会

　　　

春と秋に１２日間８４会場・午後７時開催

　

対象・組合員及び家族

春の座談会

　　

参加組合員１，３８８人 意見要望６７２件

・秋の座談会

　　

参加組合員１，３６９人 意見要望６２１件

＊２００７年秋の座談会から准組合員のみの会場を設定

・開催前

　　

座談会特集号配布 （活動報告等）

・開催後

　　

座談会報告号配布 （意見要望と回答）

・職員による座談会検討会開催で意見要望・課題等の共有化

（３） 組合員訪問日

　

毎月 ２６日に組合員宅全戸訪問

・機関紙「ＪＡはだの」、 通知等配布

・意見要望の把握

・職員一人当 （平均）

　

訪問軒数５９軒 訪問時間８：３０～１２

・職員による反省会開催で意見要望・課題等の共有化

３０

（４）新組合員の集い

　

各支所毎に開催

　

７支所計１１７人参加
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２． 教育文化活動の取り組み

（１） 組合員教育事業

①講座の開催

　

・組合員基礎講座

　　　

３１人 （１年間８回）

・組合員講座

　　　　　　

６６人 （１年間８回）

・専修講座

　　　　　　　

４３人 （２年間１６回）

＊韓国カルチャー講座

　

２９人 （半年間５回）

②第１７回文化講演会

　

北原照久氏

　

組合員及び市民４５０人参加

③その他講演会

　

・第８７回国際協同組合デ」記念講演会

　

全中

　

山田

　

複 氏

ＪＡはだの創立記念式講演会

　

岡山大大学院 小松泰信 教授

④教育資材の活用

　　　　　

家の光２，００５部、 地上２４部、 ちゃ ぐりん１０４部、 日本農業新聞５３０部

（２） 広報活動

①機関紙「ＪＡはだの」発行、 春と秋に座談会特集号・報告号発行

②ＪＡはだのコミュニティー紙発行

　

ア） 年３回

　

１回６０，０００部発行

　

三大紙等新聞折り込みで市内全戸配布

　

イ） 年９回

　

地域情報紙 （８面） １面にＪＡはだののページを掲載

③携帯電話電子メール４６４人

（３） 催し物を通して農業・農協を理解し知ってもらう活動

①夏休みこども村 （小学３～６年生対象） …ー

　

２班１７９名参加

②冬休みこども村 （小学３～６年生対象） ……

　

７７名参加 （２００８年度）

③学校農園 （市内の小学校１３、 中学枚４） …・ 野菜苗・資材提供と販売体験

④ちゃぐりんスクール （小学３～６年生対象

　

７回開催中） ……受講者６２人

⑤書道・図画・作文コンクール （出展数１，１２２点） ………各クラス１点出品

⑥さわやか農園 （特定農地貸付事業） ………２９８区画 （１区画１００ボ）

－４０－



ＪＡ（またごの

生産組合活動活性化支援体制について

　

中期経営計画では、 生産組合がＪＡ‐の基礎組織として位置付けを明確にすると

ともに、地域に応じた活動内容の具体化が求められています。これらの実現には、

生産組合活動活性化に対する支援体制を整備した上で、 活動への取り組みが必要

と考えられます。

生産組合長との連絡協調を図るため、 支所職員による生産組合の担当制を実施

し、 活動活性化に向けた支援体制を整えました。 お気軽にご相談下さい。

１． 生産組合活動活性化について補佐をする担当者は別表のとおりです。 統括は

　

次長と します。

２． 担当者は生産組合活動活性化に向けた企画・連絡等の補佐を担当します。

　

①

　

生産組合活動報告、 総会開催等の補佐

　

②

　

支所まつり、 座談会等への新組合員参加誘導

　

③

　

生産組合の年間活動計画の企画、 実施の補佐

（年間活動計画例…営農座談会、視察研修、 農地保全対策、 現地検討会等）

－４１－



　

生産組合の自主的な協同活動の一助として、これまでの視察研修会助

成に加え新たにふたつの助成基準を設けました。これらの助成を活用す

ることをきっかけに、地域の生産組合員の皆様が集い、農業振興と地域

の活性化を図って頂きますようお願い申し上げます。

Ｌ２０ ０９年度生産組合活動活性化助成基準

　

」

助成基準設定日２００９年３月１６日

生産組合活動の活性化を図るため次のとおり助成基準を定める。

（１） 視察研修会等助成基準

①生産組合単位の実施を原則とするが大字までの参加も可とする。

②各生産組合単位で日時、 視察コースを定め、 参加者をとりまとめ実施する。

③助成額

　　　

ア） ２５名以上３５名未満

　

２０，０ ００円

イ） ３５名 以 上

　　　　　　　

３ ０，０ ００円

　

＊

　

合同開催は参加生産組合合わせて１回とみなす。

　

＊

　

１生産組合年１回とする。

④視察研修先は農業関連施設とし、 事前承認によりＪＡ旅行センターを使用する

　

ことを条件とする。

（２） 生産組合総会等開催助成基準

　

組合員増加に伴い、 多くの組合員にとって一層参加しやすい生産組合活動とな

るよう、 総会等を開催した場合は助成する。

① 事前に支所・支店へ開催日時、 場所、 参加予定人数の報告

② 開催後、 収支と活動について報告書及び計画書の提出 （写）

③ 助成額

　　

３，０００円

＊合同開催は参加生産組合合わせて１回とみなす。

④ １生産組合年１回とする

（３） 健康教室助成基準

　

健康への認識を深め、 地域で安心して健やかに暮すために、 生産組合を中心に

健康教室を開催する。
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①開催方法

　

各生産組合は日時・内容を調整のうえ参加者をとりまとめ実施する。

　

． ２ ００９年度計画

　

ア） 開催時期

　　

５月～１２月 （８月を除く）・・毎月１回開催可能

１月 ～

　

３月 …

　

…

　

… 毎月３回まで開催可能

イ） 開催時間 原則として午後１時３０分より開催

　

ウ） 講

　　

師

　　

ＪＡ神奈川県厚生連

　

保健師

エ） 内

　　

容

　　

メニュー方式で選択、 又は相談のうえ決定する

　

オ） 講 師 料

　　

１０，５００円はＪＡはだのが負担する

②参加人員

　　

原則として１５名以上

＊生産組合単位の開催を原則とするが大字までの開催も可

③助 成 額

　　

３，０００円

＊合同開催は参加生産組合合わせて１回とみなす。
④そ

　

の 他

　　

１生産組合年１回とする。

健

　

康

　

教

　

室

　

テ

　

ー

　

マｌ

（ＪＡ神奈川県厚生連

　

保健福祉センター巡回健診事業課）

Ｎ ｏ アーマ 備

　　

考

Ｉ
負けないからだづくり

　

～メ タボリック シン ドロームについて～
パワーポイント使用

２
負けないからだづくり

～骨骨貯筋について～
パワーポイント使用

３ 健診を上手に生かして健康を守りましょう 自身の峰 データ

４ 高齢者の健康管理について

５ あなたの腰・膝・元気ですか

６ あたまとからだの柔軟体操

７ 健康管理について

８ 健康づくりのための運動を習慣に

９ 女性の健康で今知っておきたいこと

１０ Ｌｅピｓ筋力 トレーニ ング

１１ 生活習慣病について

１２ 認知症は防げます

１３ 暮らしに運動を取り入れましょう

１４ 健脳生活しませんか？若さを保ってイキイキライフ

－４３－



モデル生産組合の設定について

　

生産組合活動活性化を図るために３生産組合の協力を得て、 モデル生産組合

を設定致しました。 以下のとおり活動内容を紹介して頂きましたので、 各生産

組合においても参考にされ、 活動活性化に向けた取り組みをお願いします。

（１） モデル生産組合

①鶴巻中部生産組合（都市部）

准組合員の割合が多く、 配布物においては協力員を設け配布しているが協力

員の引き受け手を探すのに苦慮している。 活動も正組合員中心の活動が多く１

２月の忘年会には協力員合同で行うが参加者も少ない。

今後、 生産組合の活動に准組合員が参加できるような企画を実施していきた

い。 現在、 健康教室の開催を、 生産組合長と検討中。

・組合員数２６３名 （世帯数２１８戸）「正組合員５２名・准組合員２１１名」

＊年間活動内容

月 活動内容

５月 ＪＡ総会後組合員で反省会 （正組合員）

７月 生産組合活性化県外視察

９月 生産組合親睦会 （一泊）

１０月 米出荷慰労会

１１月 生産組合視察研修日帰り

１２月 生産組合内部役員・協力員合同研修会 （忘年会）

１月 生産組合新年会 （一泊）

３月 新旧役員引継ぎ

②上大槻生産組合（中間地帯）

　

お花見会・芋煮会・新年会等に准組合員も参加している。 また、 トラクター・

コンバイ ン・田植え機を共同で所有し、 共同利用している。 年２回の座談会に

は、 女性も多く参加している。
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・組合員数７６名 （世帯数５９戸）「正組合員２９名・准組合員４７名」

＊年間活動内容

月 活動内容

４月 お花見会、 座談会

５月 役員会、 せぎあげ、 苗ふせ、 草刈り

７月 水稲消毒

９月 草刈り、 生産組合視察研修旅行

１０月 座談会、 米出荷

１１月 芋煮会

１月 生産組合新年会

２月 生産組合旅行

３月 機械整備講習会

③峠生産組合（農村部）

　

正組合員割合が高く、 地形的に集落が囲まれているので、 まとまりがある。

今年４月頃よりイノシシ等の獣の出没やカタツムリの異常発生に伴い生産組合

で対策会議・研修会開催等対応が早い。営農組合との連携がとれている。（ソラ

マメ出荷組合等それぞれ出来ている。 組合長もそれぞれ別の人）

・組合員数５３名 （世帯数３５戸）「正組合員４９名・准組合員４名」

＊年間活動内容

月 活動内容

４月 総会

適宜 活動活性化視察

適宜 農道整備

適宜 農道草刈

適宜 営農座談会

（２） 今後の予定

生産組合役員研修会等で事例紹介
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影のり年度組合員訪問月充実鷲化月周 検討会資料ｆ

Ｊ Ａの基本活動徹底 ／

充実した組合員訪問日にするために

　

組合員訪問日は今年で ４ １年目を迎えま した。 機関紙ｊＡはだの

や 通 知 を 配 布 す る と 同 時 に コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン を 深 め、 ＪＡと組合

員を結ぶパイ プとして、 組合員の生の声をＪＡ運営に反映させるも

の で す。

　

も し訪 問 日 が な かっ た ら、 職 員 が １ 年 に１ 度 も 訪 問 しない 組 合 員

宅も相当数あるのではないでしょうか。 １万軒近い組合員宅を毎月

訪 問 し声 を か け る こ と は、 ＪＡの重要な基本活動です。

１． 組合員訪問日の基本目標

　

３ つの基本目標は昭和 ５

　

７ 年８月、 組合員の意見を反映したＪ

Ａの民主的運営を図るために定められま した。

①お互いに知り合おう

　　

組 合 員 が 何 を知 り た い か を把 握 し、 機 関 紙ＪＡはだのや通知

　

で 知 らせ る こ と はＪ Ａ と して の 義 務 で す。 ま た、 職 員 か らＩＡ

　

の 活 動 を 知 る こ と は 組 合 員 の 権 利 で す。

②お互いに学び合おう

　　

組 合 員 の 質 問 や 疑 問 に は誠 意 を 持 っ て 対応 しま しょ う。 ま た、

　

組合員から学ぶ姿勢も大切です。 相互理解を深めることで信頼

　

関 係 を 築 き、 学 び 合 う こ と が 大切 で す。

③お互いに助 け合おう

　　

Ｊ Ａは相互扶助の組織です。 生産組合や女性部の役員は労力

　

が い る も の で す が、 職 員 が 支 援 す る こ と に よ り 軽 減 さ れ る か も

　

しれ ま せ ん。 請 負 型 の 運 営 に な る こ と なく ＪＡの事業活動を理

　

解 して 頂 き、 協 力 し 合 う こ と も 大 切 な 目 的 で す。

‐‐４６－



２． 組合員訪問日を通 じての職員教育

　

協同組合運動は教育に始まって教育に終わると言われます。 組

合員訪問日は、 職員教育の実践の場と して大切な機会です。 いつ

も 「組 合 員 に と っ て」 という言葉を念頭においた対応が必要です。

区劃

　

２０ ０ ９ 年 ２月 ４ 日発行

　

日本農業新聞ょり抜粋

早稲田大学大学院教授

　

遠藤

　

功

鍵は「愚直な継続だ」。 すぐに結果が出なくてもあき らめずに続

け る こ と が 重 要 で す。 神 奈川 県 の Ｊ Ａ は だ の は 毎 月

　

２

　

６

　

日 を 訪 問

日 に 設 定 し、 Ｊ Ａだよりを持って組合員宅を訪問する協同組合と

しての基本活動の徹底に取り組んでいます。 これを愚直に続けた

結果、 職場には組合員と共に生きるという Ｄ ＮＡが育まれていま

す。 協同組合に生きる先人の信念・哲学に支えられています。

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

　

＊

組合員訪問日の目的を再確認 し話 し合いま しょう

検討会テ ーマ

　

「充実 した組合員訪問 日 にする た め には」

‐４７－



ＪＡはだ～の「組合員教育事業」
ョ＜特徴＞１ ①教育広報活動と生活文化活動を明確に読み取れる形で位置づけしています。

　

②組合員教育を一つの事業として

　

予（決）算上も独立した科目としています。

　

③実施計画を具体化しています。

ー霊園１瞳－

　

－脳１
◆中期計画

　

『共生・参画２１』 ＪＡはだの３か年プラン （２００９年度～２０１１年度）

◆単年度計画

　

第４６回通常総会資料

く組織運営改善実施計画〉
＜事業活動改善実施計画＞
＜経営管理改善実施計画＞

組合員教育事業：〉

１組織基盤強化
丁 灘各繋濯繋駕ヒ

　　　　　　　　　

　

　

　

　

　

　　　　　　　

　③新組合員のＪＡ活動理解・事業利用促進

２．組合員の意思て電話靴 議璽麗臨員会登用
反映強化

３・組合員組織の丁 滋薦鱈驚嘆性津 加入促進育成活性化

４鰍瀦充註璽讐璽瞳驚喜贋輝き塾育成

　　　　　　　　　　

・

　　　　　　　　　　　　

大⑩次世代への食農教育実践とＪＡ事業活
動の理解促進

健康管理の活動
高齢者福祉と子育て支援の活動
趣味と生活文化の活動

　

←÷；も家あ光三′

組織の充実と体制の強化
生産組合組織の拡充
業種別組織の活性化
女性部組織の充実
青年部組織の育成
連帯を強める広報活動の展開
農家・ＩＡに対する理解を深める活動

営農・生活に役立つ情報の提供と
教育資材の活用

　　

←÷ ；家の光ぷ

営農指導事業

　　　　　　　　　

１‐÷ 健康管理の活動
洲財讐

　

霜画”雷ｗ ；＊金霜：↓“三う女‐ｆ十粒爪江到活指導．僑世事未 同断有償位と丁目 又仮の石古到
　

　　　　　　　　　

　介護事業
健康福祉事業
農政活動の取り組み

組織の拡充強化

　

←壁書 義行夏する馨解を深める活動

組合員教育事業

　　　　　　

協同組合運動の啓蒙と組織リーダーの育成

販売事業
加工事業
購買事業
利用事業 （旅行
金融事業
共済事業

葬祭・ホール・駐車場）

経営管理

　　　　　　　　　　　

プロフェッショナルで協同組合理念の

実践者となる人材育成

　

←÷－ゞ 職員教育三｛

－４８－



◆

　

杉幾

　

構

　

図

　

（抜粋）

総き

　

会

監事会

　　　

監査室

　　　　　　

監

　

査

　

課

　

（略）

組合長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

総

　

務

　

課

　

（略）

　

↓組合員教育、 家の光三誌・

く
＼
教育広報係 ）農業新聞の推進

　　　　　　　

広報紙の発行等

専

　

務
総合リスク管理課

常

　

務

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

営

　

農

　

課

　

（略）

生活係

　　

←生活指導‐

１参 事 １

　　

営農経済部

　　

生活福祉課

　

◎ロエ開発鮒 ぞ
の光の活用

　　　　　　　　　　　　　　　

経

　

済

　

課

　

（略）

店

　

舗

　

課

　

（略） ※じばさんず．旅行・葬祭等

金融共済部

　　　　　

融

　

資

　

課

　

（略）

○中期計画では、 ＜ｊＡ 組織運営〉の課題に 「組織の充実」 を設定し、 実践事項として組合員教
育を位置づけています。

○単年度計画では、「組合員教育事業」で一つの項目とする。『家の光』等教育資材は、教育広報事

業で推進を担当し、生活指導事業で活用を徹底しています。

○上記にともない、次ペ」ジ以下の予算のとおり、教育資材による収入は教育広報事業で活用し、

なおかつ、組合員教育事業自体は基金の運用益に基づいて展開しています。（収入をともなわな

い事業としています一

－４９－



◆

　

海外農業事情視察研修会
海外研修は書道・図画の作品交換交流や、協同組合組織のある中華人民共和国、台

湾、 韓国、 タイ国、 ベトナムの中から中国、 台湾、 タイ国を交互に年２か国と視察交

流をおこなっています。

①目

　

的

　　

国際的視野に立った組合員の養成を図ることを目的とする。

②対象者

　　

原則として協同組合講座修了者とし、極力将来の協同組合活動の担い手

となるような若い組合員 （家族含む） とする。

③募集人員

　

１回につき１５人程度

④参加費用 概ね研修費の２０％が個人負担

⑤研修期間

　

４ 日 ～ ５日間

⑥視察国等

中華人民共和国 … 青島及び北京合作社

台

　

湾…台中県梧棲鎮農会及び台湾省農会

韓

　

国…知道農協 （１９９９年５月に姉妹提携）

韓国農協中央会壌州市支部 （２００８年１２月に友好提携）

・ タイ国…Ｇ‐ＰＤ（協同組合省振興局）

ペッブリ県のバンラー ド農協及びワット・ノンケイ学校と

カオョイ農協及びノン・プロン学校

○

　

２ ００９年度

　　

タイ国

　

参加者１５人

　

／ 台湾参加者１４人

　

※

　

これまでの延べ参加者は３８１人 （内、 女性１５４人） となりました。

　　

項

　　

目

　　　　

２ ００５年度

　

２００６年度

　

２００７年度

　

２００８年度

講

　

座 開

　

設

　

費

　　　　　

９４ ８

　　　

１， ２ １ ４

　　　　　

９ ５ ４

　　

１， １ ０ ８

外 部 研 修 参 加 費

　　　　　　

３ ７

　　　　　　

５ ７

　　　　　

１ ６ ９

　　　　　　

７ ３

公

　　

演 会

　　

費

　　　　　

６ ９ ６

　　　　　

８ ３ １

　　　　　

８ ４ ２

　　

１， ０ １ ５

国 内 研 修 派 遣 費

　　　　　

５７ ２

　　

１， １ ０ ５

　　　　　

７ ４ ４

　　　　　

７ ３ ８

海 外 研 修 派 遣 費

　　

２， ９３ ８

　　　

３， １ ２ ９

　　　

３， ４ ６ １

　　

４， ５ ９７

会

　　　

議

　　　

費 ２ ３

　　　　　

１ ９

　　　　　　

２ ９

　　　　　

１ ９

※ 組合員教育特別積立金の運用益を活用して実施しています。

－５０－



２ ０ ０９年度 協同組合講座開催要領

（目

　

的）

　　

協同組合の原点むこ立ち返り新たな協同組合運動を推し進めるため、 新時代を切り

　

開く幅広い視野に立ったＪＡ運動のり｝ダー及び准組合員のＪＡに対する理解を深

　

めると共に活動に参加しあえる組合員の養成することを目的とする。
（開催講座）

１． 組合員基礎講座

　　

資格

　

准組合員及びその家族

　　　　

人員５０人

２． 組合員講座

　　　　

資格

　

組合員及びその家族

　　　　　　

人員 ５８人

３． 専修講座

　　　　　

資格

　

組合員講座修了者

　　　　　　　

人員３５人

（開催内容）

　

１． 組合員基礎講座については、 協同組合についての基礎的な学習に関するものやＪ

　　

Ａの事業などを理解してもらえるよう企画、 立案し進める。

　

２． 組合員講座については、 協同組合についての基礎的な学習に関するものを２回行

　　

い、 ３ 回目以 降 は２コース（税金・農政・法律コ」ス、 健康・文化・環境コース）

　　

を受講者の選択によりコースを分けて開催する。 具体的なカリキュラムについて

　　

は講座修了者等の意見を参考に企画、 立案し進める。 なお、 選択した別コースに

　　

ついて も聴講できる。

　

３． 専修講座については、 講座内容を絞り専門的に２年間開催する。 具体的なカリキ

　　

ュラムにっては講座受講者の意見を基に企画、 立案し進める。

　

４． 学識経験者、 特技者登録者制度の活用を図り、 ＪＡはだのの独自の内容の充実に

　　

努 め る。

（開催時期）※１回の開催時間は１時間３０分程度とする。

　

１． 組合員基礎講座については１年間を期間とし、 ７回の講座 （内１回は市内ＪＡ施

　　

設見学会等）、 文化講演会の計８回とする。

　

２． 組合員講座については１年間を期間とし、 ６回の講座 （内１回は視察研修）、 開講

　　

式、 文化講演会の計８回とする。

　

３． 専修講座については２年間を期間とし、 １２回の講座 （内２回は視察研修）、 開講

　　

式２回、 文化講演会２回の計１６回とする。

　

４． 必要により各講座共通の講座を開催する。
（受講者）

　

１． 組合員基礎講座は支所長推薦により選出。 また、 一般公募とする。

　

２． 組合員講座は生産組合・女性部組織より推薦及び支所長推薦により選出。 また、

　　

若干名を公募とする。

　

３． 専修講座については、 原則として組合員講座修了者からの公募とする。
（修了証書の交付）

　

組合長は、 別に定める協同組合講座修了者基準を満たした受講者に対し修了証書を

　

交付する。
（その他）

　　

この要領に定めなき事項は、 組合長が決定する。

－５１－



協同組合講座修了基準

（組合員基礎講座駁

　

年７回の講座、 文化講演会合わせて８回の内、 ４回以上受講した者。

　

＊修了証書交付なし、 記念品のみの対応とする。

（組合員講座圏

　

年６回の講座、 開講式、 文化講演会合わせて８回の内、 ４回以上受講した者。

　

別コースを聴講した場合も受講回数に含める。

　　

＊別コ←ス聴講回数は修了基準には含めるが皆勤賞には含めない。

（専修講座◎

　

年６回の講座、 開講式、 文化講演会合わせて２年間で１６回の内、 ８回以上受講し

　

た者。

（皆勤賞）

　

組合員基礎講座、 組合員講座、 専修講座のそれぞれ全て受講した者に皆勤賞を交付

　

す る。

　

＊

　

組合員講座の別コース聴講回数は皆勤賞に含めない。

　

＊

　

組合員基礎講座は書面の交付なし、 記念品のみの対応とする。

－５２－



２００９年度

　

組合員基礎講座

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

組
合
員
基
礎
講
座

６月 ２５日（木）
ｌ

　

ｏ ： ０

　

０

ＪＡ組織の興
りやＪＡはだ

のの事業展開

など

代表理事組合
長

　

古谷茂男

エ７名

７月 ２４日（金）
１３ ： ３

　

０

ＪＡはだのの

事業概況につ
いて

常務理事

　

川上和明

１７名

８月 １７日（月）
１３ ： ３

　

０

ＪＡの役割と

地域貢献につ
いて

組織教育課長

　

和田敬治

１９名

９月 ５日（土）

１３ ； ３

　

０

第 １７ 回文化
講演会
秦野市文化会
館

　

小ホール

「北原流 ツ キ

の１０カ条」

　

北原照久

１０名

９月１７日（木）

１３ ： ３ ０

「報徳」 を広

めた安居院庄

七について

安居院庄七研
究会代表

　

相原豊久

１７名

１０月１４日（水）
８ ： ３

　

０

視察研修会
（１）横浜港の輸

　

入農産物保

　

管状況につ

　

いて

（２）農産物直売

　

所（ＪＡさが

　

みわいわい

　

市） 見学

２３名

１１月１１日（水）

１３ ： ３

　

０

健康福祉活動
への取組みに

ついて

生活福祉課長

　　

山岸－彰

ケアマネージ

ャ一管理者

　　

片倉真弓

１２月 ９日（水）
ｌ

　

ｏ ： ０

　

０

韓国文化にふ

れよう

伝統的なおも
ちや 「チェギ」

作り

組織教育課

　　　

白善任



受講者６６名２００９年度組合員講座

ー
認
ー

開

　

講

　

式 第１回 （６月） 第２回 （７月） 第３回（８月） 第４回（９月） 第５回（１０月） 第６回（１２月） 講

　

演

　

会 閉

　

講

　

式

組
合
員
講
座
６

６

名

５月２１日（木）

１３：３０

講座内容説明

講演

「ＪＡと私」

－協同の炎、 永

遠に！

食と農・環境ジ

ヤーナリス ト

若槻

　

武行

　

氏

　

５２名

６月 １５日（月）

１３：３０

「ＪＡ はだのの

仕組み」

ＪＡ 組織の起こ

りやＪ‐Ａ はだの

の事業展開など

について

ＪＡ はだの

代表理事組合長

古谷

　

茂男

　

５２名

７月２１日（火）

１３：３０

「組織リーダー

の心得と役割」

ＪＡグループ

教育センター

教育部長

山口

　

和利

　

氏

　

４５名

税

　

金

　

・

　

農

　

政

　

・

　

法

　

律

８月 １７日帆）

１９：００

「

　

Ｊ

　

Ａ ・ 農

業・農政等を

めぐる課題に

ついて」

ＪＡ県中央会

農 政 営農 部

新藤

　

清次長

　

２４名

９月 ２４日（木）

１９：００

「相続と遺言

について」

ＪＡ県信連

財務コンサル

タント

奥田

　

昭道氏

　

２１名

１０月２８（水）

７：５０

視察研修会

東京都練馬区

農業体験農園

大泉 「風のが

っこう」

ＪＡ東京あお

ば総合園芸セ

ン夕」 「ふれ

あいの里」

　

２０名

１２月

１９：００

「税金の基礎

知識」

ＪＡはだの

嘱託税理士

横尾

　

稔氏

９月 ５日（土）

１３：３０

第１７回

文化講演会

秦野市文化会

館小ホール

「北原流ツキ

の１０カ条」

ブリキのおも

ちゃ館館長

北原

　

照久氏

　

４４名

２０１０年

１月

１３：３０

．・・

　

．・・

　

．・・

　

・・

　

．・

　

．

　

．・

２月中旬

視察研修会

（１泊２日）
健

　

康

　

・

　

文

　

化

　

・

　

環

　

境

８月６日（木）

１３：３０

「負けない身

体づくり」

ＪＡ県厚生連

保健福祉セン

タ ー

　　

田 中

ヤス子保健師

２５名

９月３日（木）

８：００

視察研修会

ｊＡ静岡厚生

連 「清水厚生

病院」

農産物直売所

「大井川まん

さいかん」

　

２１名

１０月６日（火）

１３：３０

「秦野の歴史

をのぞいてみ

よう」

秦野市教育委

員会

櫛田

　

和幸氏

　

２６名

１２月４日（金）

１３：３０

「天然の水が

めと私たちの

暮らし」

秦野市水道局

職員



２００ ９ ・ ２ ０ １ ０ 年 度

　

専 修 講 座 開 催 内 容

　　　　　　　　　　　　　

受 講 者 ４３名

２００９年度開講式 第１回 （６月） 第２回 （７月） 第３回 （８月） 第４回 （９月） 第５回 （１０月） 第６回（１２月） 講

　

演

　

会

専

　

修

　

講

　

座

　

名

５月 ２１日

講座内容説明

講演会
「ＪＡと私」－協同

の炎、 永遠に－

食と農・環境ジャ

一ナリスト

若槻

　

武行 氏

４０名

６月１０日（水）

１９：００

「ＪＡ の事業内

容と今後の取

り組み」

ＪＡはだの

専務理事

山ロ政雄

４０名

７月９日（木）

１３：２０

視察研修

神奈川県農業

技術センター

「神奈川県の

農業技術の最

先端を研修」

４２名

８月２８日（金）

１９：００

「自 分 の エ ネ

ノレギ ー 量 を 知

ろう」

厚生連保健福

祉センター

保健師

田中ヤスコ

４２名

９月２４日（木）

１９：００

「安全・安心な

農産物生産の

取り組み」

Ｊ Ａ神奈川中

央会

青木考査役

３５名

１０月２８日（木）

１９：００

「知 っ て お き

たい相続と遺

冒す」

Ｊ Ａ はだの嘱

託税理士

横尾

　

稔

３８名

１２月

１９：００

「やさしい年

金のお話」

９月 ５日（土）

エ３：３０

第１７回

文化講演会

秦野市文化会館
小ホ ーノレ

ブリキのおもち

や博物館館長

北原照久 氏

３５名

２０１０年度開講式 第７回 （６月） 第８回 （７月） 第９回 （８月） 第１０回（９月） 第１１回（１０月） 第１２回（１２月） 講

　

演

　

会 閉講式

５月

１３：３０

講座内容説明

講演会

６月

１９：００

「介護保険制

度の仕組みに

ついて一

７月

１９：００

「国民健康保

険・老人保健医

療について」

８月

１９；００

食の安全性に

配 慮

　

し

　

た 農

薬・肥料の利用

について

９月

視察研修

１０月

１９：００

「生活習慣病

予防と健康」

１２月

１９：００

「協同組合活

動について」

９月上旬

１３：３０

第１８回

文化講演会

秦野市文化会館

２０１１年

１月

１３：３０

２月

　

１泊２日

視察研修

※組合員講座と合同




